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東京女子医科大学看護学会会則

第 1 章　総　　　　則
第 1 条	 本会は、東京女子医科大学看護学会（The 

Nursing Research Colloquium of Tokyo 

Women's Medical University）と称す。

第 2 条	 本会の事務局を学校法人東京女子医科大

学に置く。

第 2 章　目的及び事業
第３条	 本会は会員相互の学術的研鑽と交流を図

り、看護学の発展を目指すことを目的と

する。

第４条	 本会は第 3 条の目的を達成するため次の

事業を行う。

⑴学術集会の開催

⑵総会の開催

⑶会誌の発行

⑷その他本会の目的達成に必要な事業

第 3 章　会　　　　員
第 5 条	 本会の会員は次の通りとする。

⑴正会員

⑵準会員

⑶賛助会員

第６条	 正会員とは、本会の目的に賛同し、看護

研究、看護教育、看護実践に携わる者

で、理事会の承認を得た者をいう。

第７条	 準会員とは、本会の目的に賛同する、東

京女子医科大学看護学部学生、東京女子

医科大学看護専門学校生で、理事会の承

認を得た者をいう。

第８条	 賛助会員とは本会の目的に賛同する個

人、または団体で、理事会の承認を得た

者をいう。

第９条	 本会に入会を希望する者は東京女子医科

大学看護学会入会申込書を本会事務局に

提出するものとする。

第 10 条	 本会に入会を認められた者は、所定の年

会費を納入しなければならない。

2　既納の年会費は、いかなる理由があっ

てもこれを返還しない。

第 11 条	 会員は、次の理由によりその資格を喪失

する。

⑴退会

⑵会費の滞納（2 年間）

⑶死亡または失踪宣告

⑷除名

2　退会を希望する会員は、理事会へ退会

届を提出しなければならない。

3　本会の名誉を傷つけ、または本会の目

的に反する行為のあった会員は、理事会

の議を経て理事長が除名することができ

る。

第 4 章　役員および学術集会会長
第 12 条	 本会に次の役員を置き、その任期は 3 年

とし再任を妨げない。但し、引き続き 6

年を超えて在任することはできない。

⑴理事長	 1 名

⑵副理事長	 1 名

⑶理事	 6 名	

（理事長・副理事長を含む）

⑷監事	 2 名

⑸評議員	 17 名

第 13 条	 役員の選出は次の通りとする。

⑴理事長は理事の互選により選出し、評

議員会の議を経て総会の承認を得る。

⑵副理事長は理事の中から理事長が指名

し、評議員会の議を経て総会の承認を

得る。

⑶理事 ･ 評議員は 3 年ごとに改選する。

⑷理事および監事は評議員の中から選挙

で選出し総会の承認を得る。

⑸評議員は正会員の中から選挙により選

出する。選出の方法は別に定める。

⑹評議員に欠員が生じた時は、評議員選

挙における次点者が、残任期間その任
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に当たるものとする。

第 14 条	 役員は次の職務を行う。

⑴理事長は本会を代表し会務を統括す

る。

⑵副理事長は、理事長を補佐し、理事長

に事故あるときはこれを代行する。

⑶理事は、理事会を組織し、会務を執行

する。

⑷監事は、本会の事業および会計を監査

する。

⑸評議員は評議員会を組織し、この会則

に定める事項のほかに理事長の諮問に

応じ、本会の運営に関する重要事項を

審議する。

第 15 条	 本会に学術集会会長を置く。

第 16 条	 学術集会会長は、評議員会で正会員の中

から選出し、総会の承認を得る。

第 17 条	 学術集会会長の任期は 1 年とし、原則と

して再任は認めない。

第 18 条	 学術集会会長は学術集会を主催する。

第 5 章　会　　　　議
第 19 条	 本会に次の会議を置く。

⑴理事会

⑵評議員会

⑶総会

第 20 条	 理事会は、理事長が招集しその議長とな

る。

2　理事会は毎年 3 回以上開催する。但し、

理事の 3 分の 1 以上から請求があった

ときは、理事長は、臨時に理事会を開催

しなければならない。

3　理事会は、理事の過半数の出席をもっ

て成立とする。

第 21 条	 評議員会は理事長が招集し、その議長と

なる。

2　評議員会は、毎年 1 回開催する。但し、

評議員の 3 分の 1 以上から請求があっ

たとき及び理事会が必要と認めたとき、

理事長は臨時に評議員会を開催しなけれ

ばならない。

3　評議員会は、評議員の過半数の出席を

もって成立とする。

第 22 条	 総会は理事長が招集し、学術集会会長が

議長となる。

2　総会は、毎年 1 回開催する。但し、正

会員の 5 分の 1 以上から請求があった

とき及び理事会が必要と認めたとき、理

事長は臨時に総会を開催しなければなら

ない。

3　総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席

または委任状をもって成立とする。

第 23 条	 総会は、この会則に定める事項のほか次

の事項を議決する。

⑴事業計画および収支予算

⑵事業報告および収支決算

⑶その他理事会が必要と認めた事項

第 24 条	 総会における議事は、出席正会員の過半

数をもって決し、可否同数のときは議長

の決するところによる。

第 6 章　学  術  集  会
第 25 条	 学術集会は毎年 1 回開催する。

第 26 条	 学術集会会長は学術集会の企画運営につ

いて審議するため、学術集会企画委員会

を委嘱し、委員会を組織する。

第 7 章　会 　 誌 　 等
第 27 条	 本会は、年 1 回以上会誌を発行する。

第８章　会　　　　計
第 28 条	 本会の費用は、会費その他の収入をもっ

てこれに当てる。

2　本会の予算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

3　本会の決算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

第 29 条	 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始
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まり、翌年 3 月 31 日で終わる。

第 30 条	 学術集会の会計は独立会計とする。

第９章　会 則 の 変 更
第 31 条	 本会の会則を変更する場合は、理事会及

び評議員会の議を経て総会の承認を必要

とする。

2　前項の承認は、第 24 条に関わらず出席

者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。

　　　

第 10 章　雑　　　則
第 32 条	 この会則に定めるもののほか、本会の運

営に必要な事項は、別に定める。

附則
この会則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。

この会則の改正は、平成 19 年 10 月 6 日から施

行する。

（第 13 条（3）改正）
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東京女子医科大学看護学会細則

第 1 条	 この細則は、東京女子医科大学看護学会会則第 32 条に基づき、東京女子医科大学看護学会の運営 
に必要な事項を定める。

第２条	 本会の入会金は 3000 円とする。
2		 本会の正会員の年会費は 5000 円とする。
3		 本会の準会員の年会費は 2000 円とする。
4		 本会の賛助会員の年会費は 1 口 20000 円とし、2 口以上とする。

第３条	 学術集会企画委員は次の事項を審議する。
⑴学術集会の形式

⑵演題の選定および座長の選出

⑶その他学術集会の運営に関すること

2		 学術集会企画委員は、次の委員をもって組織する。
⑴学術集会会長

⑵理事 1 名

⑶評議員 2 名

⑷その他学術集会会長が必要と認めた正会員

3		 学術集会の研究発表は原則会員に限る。
4		 委員長は、学術集会会長とする。

第４条	 本学会に編集委員会を置く。
2		 編集委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 編集委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。
4		 編集委員会は、年 1 回以上会誌の編集および発行を行う。

第 5 条	 本学会に広報委員会を置く。
2		 広報委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 広報委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。
4		 広報委員は本学会に関する情報を発信するとともに、会員同士のコミュニケーションを促進する

ため以下の活動を行う。
⑴ニュースレターの発行

⑵ホームページの作成、管理等

第 6 条	 本学会に総務委員会を置く。
2		 総務委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 総務委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。　
4		 総務委員は本会の会員管理および事務局運営を円滑に行うために、以下の活動を行う。

⑴会員の名簿管理

⑵予算管理

⑶事務局の運営、業務遂行に関すること

第 7 条	 理事会は必要に応じ委員会を設けることができる。
2		 委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。

附則
この細則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。
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東京女子医科大学看護学会理事会報告
( 平成 26 年度総会以降の理事会も含む )

○平成 26 年度

第 4 回　理事会

　平成 26 年 3 月 13 日（金）16：00 ～ 17：00

　議題　　

１）平成 26 年度会計経過報告

２）第 10 回学術集会活動・会計報告

３）第 11 回学術集会進捗状況報告

４）新規入会・退会希望者

５）平成 26 年度各委員会活動報告

○平成 27 年度

第 1 回　理事会

　平成 27 年 4 月 27 日（月）17:00 ～ 17：45

　議題

１）平成 26 年度決算報告

２）平成 27 年度活動計画・補正予算の確認

３）新規入会・退会希望者

４）第 11 回学術集会進捗状況報告

５）その他

書面理事会

　平成 27 年 6 月 26 日（金）～ 6 月 30 日（火）

　議題

１）再入会申込者 1 名（会費滞納による資格喪失者）への入会承認について

第 2 回　理事会　　

　平成 27 年 7 月 24 日（金）16：00 ～ 16：50

　議題

１）会費滞納による資格喪失者の入会について

２）新規入会・退会希望者

３）研究助成審査

４）委員会活動報告

５）第 11 回学術集会進捗状況報告

６）総会について

７）第 13 回学術集会長について

資料 1
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第 3 回　理事会

　平成 27 年 9 月 18 日（金）16：00 ～ 17：00

　議題

１）理事会・評議員会報告

２）各委員会報告

３）研究助成制度について

４）第 11 回学術集会進捗状況報告

５）新規入会・退会希望者

６）平成 27 年度活動・会計経過報告

８）平成 28 年度活動計画案・予算案

９）評議員会議題・総会プログラムについて

10）第 12 回学術集会会長挨拶
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東京女子医科大学看護学会評議員会報告

○平成 27 年度

　平成 27 年 9 月 18 日（金）17：00 ～ 18：00

　議題

１）会員数

２）理事会・評議員会報告

２）各委員会報告

３）研究助成について

５）平成 26 年度決算

６）平成 28 年度事業計画案

７）平成 27 年度補正予算・平成 28 年度予算案

８）第 12 回学術集会会長挨拶

９）第 13 回学術集会会長について

資料 1
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平成 27 年度　東京女子医科大学看護学会　総会　議事録

日時：平成 27 年 10 月 3 日 ( 土 )　　12:30　～ 12:57　

場所：東京女子医科大学弥生記念講堂 A 会議室

出席：24 名　委任状 115 名

議長：日沼　千尋　　書記：友岡　道子

開会：佐藤紀子理事会長挨拶

・会則 22 条により、日沼千尋第 11 回学術集会長が議長となる挨拶があった。

・平成 27 年 10 月 3 日現在、会員 351 名であること、本総会出席 24 名・委任状 115 名、合計 139

名との報告があり、総会の成立が確認された。

議事

【報告事項】

１．理事会報告（資料 1）・評議員会報告（資料 2）

・佐藤理事長より、平成 26 年度に開催された第 4 回理事会、平成 27 年度に開催された第 1 回から

第 3 回理事会、平成 27 年度に開催された評議会について報告があった。

２．研究助成について（資料 3）

・佐藤理事長より、平成 27 年度の研究助成について、研究助成終了および新規採択について説明が

あった。

３．各委員会報告（資料 4,5,5-1）

・各委員より、平成 26 年度活動報告および平成 27 年度活動経過報告があった。

・編集委員会より、学会誌投稿規定の変更について説明があった。

４．その他

・報告事項に関する質問・意見はなかった。

【審議事項】

１．平成 26 年度決算（資料 6）

・吉田理事より、平成 26 年度決算報告があった。

・伊地知監事より平成 26 年度決算に対する監査報告があった。

・質疑はなく、平成 26 年度決算が承認された。

２．平成 28 年度事業計画案・各委員会活動計画案（資料 7）

・佐藤理事長より、平成 28 年度事業計画案について説明があった。

・各委員より、平成 28 年度委員会活動計画案について説明があった。

・質疑はなく、平成 28 年度事業計画案・平成 28 年度委員会計画案が承認された。

３．平成 27 年度補正予算案（資料 8）・平成 28 年度予算案（資料 9）

・吉田理事より、平成 27 年度補正予算案および平成 28 年度予算案について説明があった。

・質疑はなく、平成 27 年度補正予算案および平成 28 年度予算案が承認された

資料 1
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４．第 13 回学術集会長について

・佐藤理事長より、第 13 回学術集会長について、守屋治代氏が選出された。

・質疑はなく、承認された。

・守屋治代氏より挨拶があった。

【その他】

１．平成 27 年度研究助成金目録授与

・佐藤理事長より、嵐氏、友岡氏へ目録が授与された。

２．第 12 回学術集会長挨拶

・第 12 回学術集会長として川野良子氏より挨拶があった。
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平成 26 年度　東京女子医科大学看護学会　各委員会活動報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 10 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 10 巻第１号）の発刊（H27 年 3 月）

３．会員への学会誌配送

４．学会誌第 9 巻の東京女子医科大学学術リポジトリへの登録

５．学会誌第 9 巻の医学中央雑誌への登録

広報委員会

1．ホームページの更新・管理

2．ニュースレター第６号の発行

3．入会案内活動

総務委員会

１．会員名簿管理

２．卒業生、修了生、認定修了生他、新規会員獲得に向けた勧誘活動

３．理事会の開催準備と運営

４．評議員会開催準備と運営

５．総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

６．総務委員会記録の管理

７．平成 25 年度会計報告書作成

８．平成 26 年度予算執行管理

９．平成 27 年度予算案作成

10．研究助成金制度の募集と授与者採択	

資料 2
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平成 27 年度　東京女子医科大学看護学会　各委員会活動経過報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 11 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 11 巻第１号）の発刊（H28 年 3 月予定）

３．会員への学会誌配送

４．学会誌第 10 巻の東京女子医科大学学術リポジトリへの登録

５．学会誌第 10 巻の医学中央雑誌への登録

６．投稿規程の検討

広報委員会

１．ホームページの更新・管理

２．ニュースレター第７号の発行（予定）

３．入会案内活動

４．第 11 回学術集会における市民公開講座（理事会共催企画）の広報活動

総務委員会

１.	 会員名簿管理

２.	 卒業生、修了生、認定修了生他、新規会員獲得に向けた勧誘活動

３.	 理事会の開催準備と運営

４.	 評議員会開催準備と運営

５.	 総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

６.	 総務委員会記録の管理

７.	 平成 26 年度会計報告書作成

８.	 平成 27 年度予算執行管理

９.	 平成 28 年度予算案作成

10.	 研究助成金制度の運営

11.	 会員メーリングリスト作成・運営

資料 2
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東京女子医科大学看護学会平成 26 年度決算

資料 3
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平成 28 年度事業計画案

１．	第 12回学術集会開催

２．	学会誌第 12巻の発刊

３．	広報活動の推進

４．	事務処理の円滑化と会員確保

５．	研究助成金制度の運営

６．	第 4回役員選挙の実施

平成 28 年度　各委員会活動計画

編集委員会

１．	 東京女子医科大学看護学会誌（第 12 巻第１号）の発刊

２．	 投稿論文増加への取り組み

広報委員会

１．	 ホームページの更新・管理

２．	 ニュースレター第８号の発行

３．	 入会案内活動

総務委員会

１．	 会員名簿管理

２．	 卒業生、修了生、認定修了生他、新規会員獲得に向けた勧誘活動

３．	 理事会の開催準備と運営

４．	 評議員会開催準備と運営

５．	 総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

６．	 総務委員会記録の管理

７．	 平成 27 年度会計報告書作成

８．	 平成 28 年度予算執行管理

９．	 平成 29 年度予算案作成

10．研究助成金制度の運営

11．第 4 回役員選挙の準備

資料 4
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東京女子医科大学看護学会　平成 28 年度予算（案）

資料 5

　　　　　　　　　　自　平成28年　４月　１日
　　　　　　　　　　至　平成29年　３月３１日

収入の部 （単位：円）

項目 平成27年度補正予算額 平成28年度予算額 備考

Ⅰ会費 1,530,000 1,530,000

 　1．会員会費 1,490,000 1,490,000
　年会費　5,000円×280名＝1,400,000円
　入会金　3,000円×　30名＝90,000円

 　2．賛助会員会費 40,000 40,000 　2口×20,000円＝40,000円

Ⅱ雑収入 201,200 201,200

 　1．受取利息 600 600 　利子収入

 　2．学会誌販売 600 600 　NPO医学中央雑誌許諾抄録利用料金

 　3．その他 200,000 200,000 　学術集会貸与より返金

Ⅲ前年度繰越金 4,749,601 4,892,101

計 6,480,801 6,623,301

支出の部

項目 平成27年度補正予算額 平成28年度予算額 備考

Ⅰ総会費 305,000 350,000

　1．学術集会貸与 200,000 200,000

　2.学術集会理事会協賛企画 50,000 50,000 　学術集会理事会協賛企画として

　3．諸経費 55,000 100,000 　印刷費、郵送費、総会垂れ幕代　等

Ⅱ会議費 90,000 90,000 　理事会4回、評議委員会1回、交通費　等

Ⅲ編集委員会活動費 500,000 540,000

　1．郵送費 15,000 15,000

　2．印刷費 410,000 450,000 　学会誌印刷部数400部

　3．事務費 20,000 20,000

　4．会誌郵送費 50,000 50,000
　郵送作業委託費（協和印刷）
　メール便会員80円×200人、他再送分メール便　等

　5．会議費 5,000 5,000

Ⅳ広報委員会活動費 201,700 205,800

　1．郵送費 28,700 32,800 　ニュースレター代　82円×400人×1回（3月学会誌同封）

　2．印刷費 49,000 49,000 　ニュースレター代　70円×2面×350人×１回

　3．入会支援活動費 80,000 80,000 　学術集会等

　4．学会ホームページ管理費 24,000 24,000 　レンタルサーバー代（1,561円/月×12カ月）+契約更新料（4,725円）=22,457円

　5．会議費 20,000 20,000

Ⅴ総務委員会活動費 282,000 282,000

　1．郵送費 37,000 37,000 　年会費請求郵送費、入会案内郵送費　等

　2．封筒作成費 80,000 80,000 　年会費請求用封筒作成

　3．印刷費 100,000 100,000 　年会費請求書、払込票印刷、入会案内印刷　等

　4．事務費 50,000 50,000

　5．会議費 15,000 15,000

Ⅵ 研究助成金 210,000 210,000

　1．助成金 200,000 200,000

　2．事務費 10,000 10,000 　郵送費、振込手数料　等

Ⅶ 役員選挙費 0 40,000

Ⅷ 支出小計 1,588,700 1,717,800

Ⅸ 予備費 4,892,101 4,905,501

計 6,480,801 6,623,301

東京女子医科大学看護学会　平成28年度予算  （案）
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東京女子医科大学看護学会役員選挙に関する規定

( 目的 )

第 1 条	 この規定は学会会則第 13 条にもとづき選挙が公明適正に行われるように、これを定めることを目

的とする。

( 選挙管理委員会 )

第 2 条　理事会は、正会員の中から 3 名の選挙管理委員を委嘱する。

２．選挙管理委員は選挙管理委員会 ( 以下 ｢ 委員会 ｣ とする ) を組織する。

３．委員会に選挙管理委員長をおく。選挙管理委員長１名は互選によって定める。

４．選挙管理委員は選挙権および被選挙権を有する者から選出する。

５．委員の任期は、告示前から選挙の終了までとする。委員の再任は妨げない。

第 3 条　委員会は次の事業を行う。

　１．評議員選挙

（１）選挙の公示

（２）選挙人名簿・被選挙人名簿の作成

（３）投票用紙の作成・配布・回収

（４）開票および投票の有効・無効の判定

（５）当選人の受諾確認

（６）当選人の公示

（７）次点以降の候補者順位の理事長への報告

　２．理事・監事選挙

（１）投票用紙の作成・配布・回収

（２）開票および投票の有効・無効の判定

（３）当選人の受諾確認

（４）当選人の公示

　３．総会への選挙結果の報告

　４．その他、選挙が適正に行われるための必要な事項

( 選挙権および被選挙権 )

第 4 条　その年度の会費を規定の期日までに納入した正会員は選挙権を有する。

第 5 条　入会年度を含め 2 年以上経過し、規定の期日までに会費を納入した正会員は被選挙権を有する。

第６条　選挙人名簿および被選挙人名簿を作成し、委員会の承認を得て正会員に配布しなければならない。

( 選挙期日 )

第７条	 選挙の期日は、委員会で決定し、理事会での承認を得て正会員に告示しなければならない。

( 投票 )

第 8 条　選挙は無記名投票により行う。
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第 9 条　投票は評議員 の改選人数を連記する。

　

( 投票の取り扱い )

第 10 条　開票は委員会が行う。

２．開票には選挙管理委員長が指名した者が立ち会う。

３．開票は通知した指定の期日までの消印で委員会に到着したものについて行う。

第 11 条　次の投票は無効とする。

（１）正規の投票用紙および封筒を用いないもの

（２）記載された候補者が明らかでない場合や、候補者以外の氏名を記載したもの

（３）1 票中に定数以上の候補者氏名を記載したもの

（４）その他、選挙規定に反するもの

( 当選人 )

第 12 条　　当選人は次に該当するものとする。

（１）有効投票を多数得たものから順に当選人とする。

（２）同数の有効投票を得たものについては、抽選により当選人を決定する。

（３）当選人が辞退したときは、次点のものから順に繰り上げて当選人とし承諾を得る。

( 当選人の公示 )

第 13 条　当選人が決定したら、委員会は当選人に当選の旨を通知し、その承諾を得る。また、当選人氏名

を会員に公示する。

( その他 )

第 14 条　この規定を施行するにあたり、疑義が生じた場合、委員会はその旨を理事会に報告しなければな

らない。

( 規定の変更 )

第 15 条　この規定を変更する場合は、理事会の承認を必要とする。

附則

第 16 条　この規定は、平成 18 年 10 月 7 日から施行する。

第 17 条　この規定の改訂は、平成 20 年 3 月 24 日から施行する。
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東京女子医科大学看護学会研究助成規程

１．目的・名称
　本研究助成は、看護実践の質の向上に貢献する研究を推進し、看護学の発展に寄与することを目的とす
る。名称を東京女子医科大学看護学会研究助成とする。

２．助成対象
　助成の対象者は、看護研究、看護教育、看護実践における研究を志向する本学会会員である個人または
グループとする。研究代表者および共同研究者は、本学会の正会員とし、研究助成の当該年度の年会費を
支払っていることを条件とする。

３．研究期間
　　研究期間は、１年とする。( 助成決定後から翌年 7 月末までとする。)
４．申請期間
　　申請期間は、総会での告知後（毎年 10 月）〜 6 月末までとする。
５．申請方法

　申請書類に必要事項を記入した２部を学会事務局総務委員会宛に郵送する。なお、郵送された申請書類
は返却しない。申請書の書式については別に定める。申請書は学会ホ ームページよりダウンロードし、
ワープロまたは手書きで記入する。

６．審査および助成対象の決定
　審査および助成対象の決定は、理事会（7 月）で行う。総会で助成対象について報告する。

７．助成額と使用期間
　助成総額 20 万円とし、10 万円／ 1 件で合計 2 件とする。助成金の使用期間は 1 年とし、研究期間と
同様とする。

８．助成金の使途
　助成金の使用は、研究に要する経費：消耗品（図書を含む）、旅費、謝金、その他（印刷、郵送、会議
費など）とする。なお、余剰金は返還することとする。

９．研究報告と会計報告
　研究終了後は、研究報告書 ( 会計報告を含む ) を必ず提出するものとし、提出期限は研究期間終了時と
する。研究報告書式（会計報告を含む）については、別に定める。研究報告書式（会計報告を含む）は学
会ホームページよりダウンロードし、ワープロまたは手書きで記入する。記入した研究報告書（会計報告
書を含む）は、学会事務局総務委員会まで 2 部郵送とする。

10．研究成果の発表
　研究成果の発表は、研究助成の終了年度に開催される東京女子医科大学看護学会学術集会で発表するこ
ととする。

11．その他
　研究助成にかかわる業務は、総務委員会が担当する。

12．規程の改正
　本規程を改正する場合は、理事会の議を経るものとする。

附則
この規程は平成 24 年 7 月 30 日より施行する。

この規程の改正は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。
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東京女子医科大学看護学会　個人情報保護方針
2006 年７月３日　（理事会承認）

　東京女子医科大学看護学会（以下 , 本学会と略す）は , 会員の個人情報についてその重要性を認識し , 個人

情報の適切な収集・利用・安全管理に務めます。

個人情報の収集
　個人情報の収集に際しては , 本学会に定めた事業と目的に沿ったサービスの提供などのために必要な範

囲においてのみ , 本人の同意に基づく適切な方法で収集します。

個人情報の利用および提供
　収集した個人情報は , 業務遂行と会員サービスへの反映のために , 次の利用目的の範囲に限り使用します。

1） 入会・会員情報の更新・退会手続き

2） 学術集会・総会・学会催しの案内 , 学会誌・ニュースレターの発送

3） 年会費請求書などの送付

4） 学会が行う調査票やアンケートの発送

5） その他 , 学会が発信する情報の発送

　収集した個人情報は , 次の場合を除き第三者に提供することはありません。

1） 法令に基づく場合

2） 本人の同意がある場合

3） 個人情報の保護・管理に関する契約を結んだ外部要員に預託する場合

個人情報の管理
　本学会が収集した個人情報は , 紛失 , 破壊 , 改ざん , 漏えいなどを防止するため適正に管理します。個人

情報を入力している端末は , 外部からの不正アクセスを防ぐためインターネットに接続していません。

　本学会の保有する個人情報は , 利用目的に応じて正確かつ最新の内容に保つよう努めます。

　業務の一部を外部要員に預託する場合 , 個人情報の保護 , および適正な取り扱いに関する契約を結ぶこ

とにより , 安全管理措置を遵守いたします。

個人情報の開示および訂正等
　本学会が保有する個人情報について , その情報提供の本人から開示および変更・訂正・削除を求められ

た場合は , 適切な本人確認の手続きを経たうえで遅滞なくこれに応じます。

個人情報保護の維持および改善
　本学会は , 法令の変更その他の理由を考慮し , 個人情報の保護 , 管理が適正に行われるよう見直し , 改善

に努めます。 

個人情報の確認 ･ 問い合わせ
東京都新宿区河田町 8 − 1　東京女子医科大学看護学部内

東京女子医科大学看護学会

FAX：03-3341-8832
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東京女子医科大学看護学会評議員選挙告示

　東京女子医科大学看護学会評議員の任期が、平成 29 年 3 月 31 日で満了になります。
　つきましては、下記のとおり、平成 29 年 4 月 1 日から平成 32 年 3 月 31 日までを任期とする評議員を
選出するために、会則第 4 章役員および学術集会会長選出に関する規定に従い、評議員選挙を実施します。
評議員選挙の投票用紙は、各会員の連絡先住所に送付されますので、所定の用紙を用い、指定の期日までに
投票してください。

1. 選挙人および被選挙人
　1）選挙人は、平成 28 年 4 月 30 日（土）までに、その年の会費を納入し、選挙人名簿に記載された会員

です。
　2）被選挙人は、入会年度ならびにその選挙年度も含めて 2 年以上経過し、かつ上記に該当する会員です。

2. 選挙日程
　　平成 28 年 5 月上旬　　　　　　　　　　　投票用紙等送付
　　平成 28 年 5 月 31 日（火）　　　　　　　投票締め切り（当日消印有効）

平成 28 年 3 月 22 日
東京女子医科大学看護学会選挙管理委員会
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東京女子医科大学看護学会理事名簿
（五十音順・敬称略）

（◎：理事長、○：副理事長）

氏　名 所　属

１ ○小　川　久貴子 東京女子医科大学看護学部

２ ◎佐　藤　紀　子 東京女子医科大学看護学部

３ 　諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学看護学部

４ 田　中　美恵子 東京女子医科大学看護学部

５ 　守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

６ 吉　田　澄　恵 東京女子医科大学看護学部

東京女子医科大学看護学会監事名簿
（五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

１ 伊地知　淑　子 東京女子医科大学病院東医療センター

２ 小　山　達　也 東京女子医科大学看護学部

平平成 26 年 4 月 1 日 ~ 平成 29 年 3 月 31 日

平成 26 年 4 月 1 日 ~ 平成 29 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会評議員名簿
（五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

１ 嵐　　　弘　美 東京女子医科大学看護学部

２ 異儀田　はづき 東京女子医科大学看護学部

３ 伊地知　淑　子 東京女子医科大学病院東医療センター

４ 小　川　久貴子 東京女子医科大学看護学部

５ 木　村　みどり 東京女子医科大学看護学部

６ 小　山　達　也 東京女子医科大学看護学部

７ 坂　井　志　麻 東京女子医科大学看護学部

８ 佐　藤　紀　子 東京女子医科大学看護学部

９ 下　平　唯　子 日本赤十字秋田看護大学

10 諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学看護学部

11 田　中　美恵子 東京女子医科大学看護学部

12 服　部　真理子 武蔵野大学看護学部

13 水　野　敏　子 東京女子医科大学看護学部

14 宮　子　あずさ 東京女子医科大学大学院看護学研究科

15 守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

16 山　内　典　子 東京女子医科大学病院

17 吉　田　澄　恵 東京女子医科大学看護学部

平成 26 年 4 月 1 日 ~ 平成 29 年 3 月 31 日 
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東京女子医科大学看護学会委員会委員

（敬称略 , 委員長以下五十音順）

（◎：委員長）

氏名 所属

編集委員会 ◎田　中　美恵子 東京女子医科大学看護学部

青　木　雅　子 東京女子医科大学看護学部

木　村　みどり 東京女子医科大学看護学部

濱　田　由　紀 東京女子医科大学看護学部

　守　屋　治　代 東京女子医科大学看護学部

広報委員会 ◎諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学看護学部

成　澤　　　明 東京女子医科大学看護学部

　鈴　木　香緒理 東京女子医科大学看護学部

総務委員会 ◎佐　藤　紀　子 東京女子医科大学看護学部

　小　川　久貴子 東京女子医科大学看護学部

服　部　真理子 武蔵野大学看護学部

古　島　幸　江 東京女子医科大学大学院看護学研究科
博士後期課程

山　内　英　樹 東京女子医科大学看護学部

若　林　留　美

東京女子医科大学病院・
東京女子医科大学大学院看護学研究科
博士前期課程
（平成 27 年 9 月 1 日～現在）

渡　邉　賢　治 東京女子医科大学看護学部
（平成 27 年 4 月 1 日～ 8 月 31 日まで）

平成 26 年 4 月 1 日 ~ 平成 29 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会誌　投稿規程

1. 投稿資格 

投稿者は著者および共著者を含め本学会会員

および準会員（賛助会員を除く）に限る。但し、

編集委 員会から依頼された原稿はこの限りでは

ない。 

2. 投稿論文の受理・採択 

　1) 受理した原稿は返却しない。 

　2) 投稿論文の採否の決定は編集委員会がこれに

あたる。ただし、専門領域に応じて適切な第

三者に査 読を依頼し、その結果を参考とす

る。 

3. 原稿の種類 

1) 原稿の種類は以下の 5 種類とする。 

【総説】ある主題に関連した研究文献等をレ

ビューし、当該主題について総括的に概説

し、見解を述べ たもの。 

【論説】ある主題に関連した論述、展望、提言。 

【研究論文】独創的で、新しい知見が論理的に

示された研究成果で、学術的な意義が明らか

であるもの。 

【資料】上記の分類に該当しない調査、実験、

事例、実践の報告、および資料等で、本学会

員の研鑽に 資するもの。 

【その他】本会の目的に合致する見解等で、編

集委員会が適当と認めたもの。 

2) 投稿論文は未発表のものに限る。 

4. 倫理的配慮 

人を対象とした論文は、東京女子医科大学倫

理委員会規程ならびに遺伝子解析研究に関する

倫理審査 委員会規程に則って行われた研究で

あり、本学倫理委員会の承認を受けたものとす

る。また動物を用い た研究は、本学動物実験倫

理委員会規程を遵守して行われた研究であり、

本学動物実験倫理委員会の承 認を受けたものと

する。なお、本学以外で行われた研究の場合は、

これに準ずるものとする。  

5. 投稿手続 

 1) 原稿および投稿論文チェックリストは、電子

メールで送信する。 

  ・メールアドレス：edit-nrc.bk@twmu.ac.jp 

  ・メールの件名：

　「投稿者姓（例：山田） 東京女子医科大学看護

学会誌投稿」 

  ・提出原稿は、表紙、和文抄録（研究論文のみ）、

英文抄録（研究論文のみ）、本文（文献を含

む）、 表、図に分けてファイルを作成し、

メールに添付する。ファイル名のはじめに投

稿者の姓を記入す ること。 

 2) 投稿時には、学会ホームページより投稿論文

チェックリストをダウンロードのうえ、原稿

を点検する。 

6. 執筆要領 

1) 原稿は A4 判横書きで、1 行文字数を全角 35 

字、1 ページの行数を 28 行（約 1000 字）

とする。 

2) 投稿論文は、図表を含め以下の枚数以内とす

る。 

総説　　　12 枚以内（12,000 字）

論説　　　10 枚以内（10,000 字）

研究論文　16 枚以内（16,000 字）

資料　　　12 枚以内（12,000 字）

その他　　　8 枚以内（8,000 字）

 3) 原稿には表紙をつけ、以下を記す。 

 　 表題、英文表題（すべて大文字とする）、

著者名（ローマ字とも）、所属機関名（英文

名とも）、図・ 表および写真等の枚数、キー

ワード（日本語、英語各々 4 語程度）、希望

する原稿の種類、別刷必 要部数、著者全員の

会員番号、連絡先住所、電話番号および FAX 

番号、E-mail アドレス。 

 4) 図・表および写真は、それぞれ通し番号を

付け、本文とは別に一括し、本文原稿右欄外

に、挿入位 置を朱書きする。 

 5) 原稿はなるべく当用漢字、新かなづかいと

し、外国語はカタカナで、外国人名、日本語
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訳が定着し ていない学術用語は、原則として

活字体の原綴りで書く。 

 6) 文 献 記 載 の 様 式 は APA( American 

Psychological Association ) ス タ イ ル に 準 拠

し、以下の通りとす る。 

(1) 本文中に著者名、発行年次を括弧表示する。 

(2) 文献は本文末尾に著者名のアルファベット

順に列記する。共著者は 3 名まで表記するこ

ととする。 

【雑誌掲載論文】 

・著者名（発行年次）．論文表題．掲載雑誌

名，号もしくは巻（号），最初のページ数

－最後のペー ジ数． 

【単行本】 

・著者名（発行年次）．書名（版数）．発行

地，出版社名． 

・著者名（発行年次）．論文表題．編者名，

書名（版数）．ページ数，発行地，出版社

名．  

【翻訳書】 

・原著者名（原書の発行年次）／訳者名（翻

訳書の発行年次）．翻訳書の書名（版数），

発行地，出 版社名． 

 7) 研究論文希望の場合には、300 words 前後

の英文抄録ならびに 800 字以内の和文抄録を

付ける。英 文抄録は、表題、著者名、所属、

本文の順に記載する。 

7. 著者校正 

　著者校正は 1 回までとする。大幅な加筆、修

正は認めない。 

8. 著作権 

　著作権は本学会に帰属する。 

9. 著者が負担すべき費用 

 1) 掲載料は原則として無料とする。 

 2) 別刷料 別刷はすべて実費を著者負担とする。 

 3) その他 図表等、印刷上特別な費用を必要と

した場合は、著者負担とする。 

10. 投稿締切 

 　原則として、毎年 9 月 10 日を締切とする。 

　但し、当日が休日にあたる場合はその前日を

締め切りとする。 

11. 編集委員会事務局 

　〒 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 

　東京女子医科大学看護学部内 

　東京女子医科大学看護学会編集委員会 

　E-mail: edit-nrc.bk@twmu.ac.jp  

附則 

この規程の改正は、平成 24 年 9 月 24 日から

施行する。 

この規程の改正は、平成 27 年 10 月 3 日から

施行する。
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投稿論文チェックリスト

投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともにご提出ください。

不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。

□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない
□ 2. 著者はすべて本学会員である
□ 3. 希望する原稿の種類と原稿枚数の規定を確認している
□ 4. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である
　　（図表は A4 用紙 1 枚の大きさを 1,000 字とする）
□ 5. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けている
　　（倫理委員会名と承認番号を記載する）
□ 6. 原稿は A ４判横書きで、1 行全角 35 字、1 ページ 28 行としている
□ 7. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている
　　　□表題　　　　　　　　　　□英文表題（すべて大文字）　□著者名（ローマ字とも）
　　　□所属機関名（英文名とも）□図・表および写真等の枚数　　
　　　□キーワード（日本語、英語各々 4 語程度、英語はすべて小文字）
　　　□希望する原稿の種類　　　□別刷必要部数　　　　　　　□著者全員の会員番号
　　　□連絡先住所・電話番号および FAX 番号・E-mail アドレス
□ 8. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している
□ 9. 本文中の文献の引用では著者名、発行年次を括弧表示（著者 , 年次）している
　　　英文著者の場合、（ファミリーネームのみ , 年次）となっている　　例．(Anderson, 2011) 
□ 10. 本文中の文献 ( 著者 , 年次 ) と文献リスト内同文献の著者、年次が一致している
□ 11. 文献リストでは、英文著者名は次のように表記されている　例．Anderson, C. W. (2011)
□ 12. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている
□ 13. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない
□ 14. 句読点は「、」と「。」で統一されている
□ 15. 文献の共著者は 3 名まで表記している
□ 16. 文献リストは著者名のアルファベット順、同著者の場合は刊行順に列記している
□ 17. 研究論文希望の場合、800 字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけている
□ 18. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている
□ 19. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている
□ 20. 英文抄録は native check を受けている　チェック者・機関名　　　　　　　　　    
□ 21. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する。
　　　ファイル名のはじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田　表紙」）。
□表紙：通し番号はつけない。１ページ分を使用する
□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する
□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。１ページ分を使用する
□本文・文献：通し番号は第１ページから
□表：ページ番号はつけず。１ページに１点とする
□図：ページ番号はつけず。１ページに１点とする
□ 21. メールの件名は「投稿者姓（例：山田）　東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする
□ 22. 表紙以外の原稿は氏名、所属、謝辞ほか投稿者を特定できるような個所について、網掛けする
　　　（編集委員会で確認後、塗つぶし処理いたします）

以上
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東京女子医科大学看護学会 入会のご案内 
 
 
  

東京女子医科大学看護学会に入会をご希望の方は、ホームページhttp://www.nrctwmu.jp/ 
より「入会申込書」をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、学会事務局までお送りく
ださい。理事会の承認後、通知を出しますので入会金とともに年会費をお振込みください。 
 なお、会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日までとし、年度途中の入会でも年会費の変
更はいたしませんのでご了承ください。 
 
 
 
 
＜入会資格＞ 
  正 会 員：本会の目的に賛同し看護研究・看護教育・看護実践に携わる者、 

院生・同窓会員・本学看護学部教員など 
 準 会 員：本学部学生・本学看護専門学校生      
賛助会員：本会の目的に賛同する個人または団体  
 
 

年会費：正会員 5,000円  準会員 2,000円   
賛助会員：１口 20,000円（２口以上） 

 

 

 
＜お問い合わせ・入会申込書送付先＞ 
事務局住所：〒162-8666 

東京都新宿区河田町８－１ 

東京女子医科大学看護学部 

「東京女子医科大学看護学会」事務局 宛 

Email：nrc-somu.bk@twmu.ac.jp 
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◆編集後記

　今年度も無事、学会誌発刊の運びとなりました。依頼に快く応じてくださり、原稿をお寄せくださった皆

様、意欲的に投稿くださった皆様、大変な編集作業を担ってくださった編集委員の皆様に心より感謝申し上

げます。本学会誌が、皆様の研究成果の発表の場として、東京女子医科大学の看護学のアイデンティティを

提示する場として、今後も益々発展していくことを祈念しています。

田中美恵子

　皆様からの投稿論文が掲載に至るまでの過程で幾度も素晴らしい展開に興奮しています。第 11 巻もいち

早く読ませていただき、論文には先行研究や現在の研究の知があり、学術集会では未来の課題に向けられ、

連続して発展していく様を感じております。投稿者と査読者の皆様、ありがとうございました。皆様ととも

に豊かな質の論文が満載の学会誌をめざして努めてまいりたいと思います。

青木雅子

　今回も新しい挑戦的な内容の論文が多く投稿され、看護の研究が進んで行く方向を確認させていただいて

いる気がいたします。このような日本における独自の研究が海外の研究者の目に留まり「日本での研究が注

目されるように」という視点から、直訳的ではない英文タイトルになるよう、毎回配慮しています。国際的

に注目されるようにという意味でも、論文をジャーナルに発表なさるだけではなく、国際学会への参加に

も、是非、積極的に取り組んでいただきたいと願っております。

木村みどり

　本学会も 11 年目という新たな年の始まりを迎えました。学術集会のメインテーマは、「これからの 10

年に向けた看護職の挑戦」でしたが、10 年という大きな括りの中で、社会、医療、看護、そして学会に関

連した内容では学術集会のテーマや掲載論文の内容がどのように変化していくのだろうかと考える機会も多

かったように思います。執筆者、査読者、編集者それぞれの思いと活動が実を結び、よりよい未来につなが

る学会誌であるよう願っています。

濱田由紀

　今号は、数多くの様々な分野から、さらに大学院生の方も投稿されており、意欲的で新たなテーマが揃っ

た充実した内容になりました。執筆者・査読者の皆様、ありがとうございました。この学会誌が、実践者・

研究者間で互いに刺激を与え合う出会いの場となることを期待します。

守屋治代
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